
授業概要 
                       （くすり総合学科） 

授業のタイトル（科目名） 

薬学 

授業の種類 

（ 講義・ 演習 ・ 実習 ） 

授業担当者 

菅 瑞季 

授業の回数 

80回 

時間数（単位数） 

120時間（8単位） 

配当学年・時期 

1年・通年 

必修・選択 

必須 

実務経験 あり なし 

 登録販売者の経験を通して、医薬品に共通する特性と基本的な知識を教授する。 

［授業の目的・ねらい］ 

○薬学の知識を修得し、薬学検定３級の合格を目指します。 
 
［授業全体の内容の概要］ 

○標準的なレベルの薬学知識について講義します。 
 
［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

○一般用医薬品・医薬部外品・サプリメント・特定保健用食品について、有効成分の作用・効果

（効能）・副作用・使用上の注意を理解している。 

○医療用語を理解している。 

○生活習慣病等の疾患について理解している。 
 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］ 

第１～２回   薬学概論 

第３回     小テスト・復習 

第４回     薬の服用方法 

第５回     薬の形 

第６～７回   薬の副作用 

第８回     小テスト・復習 

第９回     女性,子供,お年寄りと薬 

第１０～１１回 相互作用 

第１２～１３回 生活習慣病の基礎知識 

第１４～１５回 持病のある人と大衆薬 

第１６回    小テスト・復習 

第１７～１９回 栄養素 

第２０～２１回 保健機能食品 

第２２～２３回 サプリメント 

第２４回    アレルギー 

第２５回    小テスト・復習 

第２６回    予備 

第２７～２８回 薬学総論テスト・復習 

第２９～３０回 解熱鎮痛薬 

第３１～３２回 鎮咳去痰薬 

第３３回    鼻炎用薬 

第３４回    小テスト・復習 

第３５回    かぜ薬 

第３６～３７回 胃腸薬① 

第３８回    胃腸薬② 

第３９回    目薬 

第４０回    小テスト・復習 

第４１回    乗物酔い止め薬 

第４２～４３回 肩こり・腰痛・筋肉痛の薬 

第４４回    外用皮膚炎薬 

第４５回    小テスト・復習 

第４６回    下痢止め薬 

第４７回    整腸薬 

第４８～４９回 定期試験・復習 

第５０回    便秘治療薬 

第５１回    水虫治療薬 

第５２回    痔治療薬 

第５３回    小テスト・復習 

第５４回    予備 

第５５回    お薬各論テスト・復習 

第５６～６０回 公式テキストＡＢＣ 

第６１～８０回 薬学検定試験対策 

［使用テキスト・参考文献］ 

①『薬学検定試験対策＆過去問３級４級』 

一ツ橋書店 

［単位認定の方法及び基準］ 

1 ４/５以上の授業に参加していることで、科

目試験を受験することができる。 

2 科目試験（100点）で評価。 

 



授業概要 
                       （くすり総合学科） 

授業のタイトル（科目名） 

キャリア実践Ⅱ 

授業の種類 

（ 講義・ 演習 ・ 実習 ） 

授業担当者 

池田大空 

授業の回数 

30 回 

時間数（単位数） 

45時間（3単位） 

配当学年・時期 

2年・通年 

必修・選択 

必須 

実務経験 あり なし 

 登録販売者の経験を通して、医薬品に共通する特性と基本的な知識を教授する。 

［授業の目的・ねらい］ 

 ○自分が目標とする登録販売者へのキャリアプランを設計し、実現に向けて行動していきます。 
 
［授業全体の内容の概要］ 

 〇１on１ 

○自己理解・将来設計 

○実習フィードバック 
 
［授業終了時の達成課題（到達目標）］ 

○キャリアプランを設計し、実現に向けて行動できる。 

 

［授業の日程と各回のテーマ・内容・授業方法］ 

 

第１～30回     １on１ 

 

第１～２回       自己分析 

第３回        実習レポート 

第４～５回       実習フィードバック 

第６～８回         学生１on１ 

第９回        実習レポート 

第１１～１２回    実習フィードバック 

    第１４～１６回   学生１on１ 

第１７回          実習レポート 

第１８～１９回  実習フィードバック 

第２０～２２回    学生１on１ 

第２３回       実習レポート 

第２４～２５回    実習フィードバック 

     第２６～３０回  学生１on１ 

［使用テキスト・参考文献］ 

なし 

［単位認定の方法及び基準］ 

①４/５以上の授業に参加していることで、科目

試験を受験することができる。 

②科目試験（課題）（100 点）と出席日数で評価

する 
 


